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自衛官と のできるお見合い
お見合いパーティ

結婚相談室
古河店
久喜店

0280-30-7070

完全会員制
公的書類の提出　面接のできる方
★一般社会人ともお見合い可能な会員
★自衛官とのパーティ＆お見合い専用の会員
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「広報さかい」へ有料広告を
掲載しませんか？

広告
掲載料
※詳しくは下記までお問合わせください。

役場秘書広聴課
電話 0280（81）1329　
E-mail　 kouhou@town.sakai.ibaraki.jp

問合せ先

◎ 1段全枠　15,000 円　
◎ 1段半枠　18,000 円

広告募集中

寄付に訪れたグラウンド・ゴルフふれあい友の会の皆さん
と忍田教育長

　グラウンド・ゴルフふれあい友の会（平間会長）が、
50,000 円を教育振興のため役立てて頂きたいと寄付さ
れました。

グラウンド・ゴルフふれあい友の会が
町へ寄付

寄付

町内保育園で卒園式・入園式　小中学校で卒業式・入学式
新入園児 29 名、新小学生 204 名、新中学生 193 名が誕生

平成 30 年度 卒園生・卒業生の数
学校名 おおぞら ひまわり 境小 長田小 猿島小 森戸小 静小 境一中 境二中

人数（名） 28 11 72 43 32 37 23 139 80

合計 39 名 207 名 219 名

平成 31 年度 新入園児・新入生の数
学校名 おおぞら ひまわり 境小 長田小 猿島小 森戸小 静小 境一中 境二中

人数（名） 17 12 80 45 28 34 17 131 62

合計 29 名 204 名 193 名

3/13・19・20、4/3・8・9

　平成 30 年度卒園式・卒業式が挙行され、園児・児童・生徒
が思い出のたくさん詰まった学び舎に別れを告げました。
　また、4月には、入園式・入学式が挙行され 29名の新入園児、
204 名の新小学生、193 名の新中学生が誕生し、本格的に新年
度がスタートしました。
　真新しい洋服や制服に身を包んだ新入生たちは、期待と希
望に胸を膨らませながら、新しい学び舎の門をくぐりました。

４/ 4
茨城むつみ農協が黄色の安全帽子を寄贈
　児童の登下校時の安全を願って、茨城むつみ農協より黄
色の交通安全帽子が町内小学校の新入生 204 名に贈られま
した。

写真左から佐々木猿島支店長、半村常任理事、忍田教育長

３/ 29
常陽銀行が防犯ブザーを寄贈
　常陽銀行の竹下博実境支店長が役場を訪れ、この春入学
する小学１年生の防犯に役立てていただきたいと防犯ブ
ザーが小学校の新入生 204 名に贈られました。

写真左から、竹下支店長、忍田教育長

３/ 27

会　場　境町サッカー場・他
参加チーム　12チーム
優　勝　ロク FC（埼玉県さいたま市）
準優勝　東海村立東海中学校（東海村）
第３位　八千代町立八千代第一中学校（八千代町）
　　　　土浦市立土浦第四中学校（土浦市）

4 ／ 13・14

スポーツ

森戸小には 34 名の新入生が入学しました
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第 42 回 境町ジュニアユースサッカー大会

校長先生より教科書を受け取る代表児童
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